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多賀城市の文化財行政は、特別史跡多賀城跡 ・附寺跡を中心に展開されてきた。 しかし、

近年宅地造成等の開発が多くなり、市内各所に所在する貴重な文化財の調査・保存は、緊

急、の課題とな ってきている。

そのため、本市では昭和47年に教育委員会事務局内に文化財保護係を設置し、53年には多

賀城跡に史跡管理事務所を建設し、以来専門職員の配置、係只の増員をはかるとともに、

文化財の保護対策と史跡の保存管理をすすめてきた。その問、宮城県立の東北歴史資料館、

宮城県多賀城跡調査研究所の指導助言を受けながら、市独自の調査研究をつづけ、少しず

つではあるが、年々着実な成果をあげている。

現在、特別史跡指定地は、990，914m2 を有するが、さらに多賀城跡南面地域の約81，000ni

ほどが昭和58年度中に追加指定される見込みである。

この報告容は、昭和57年度事業の概要であり、未完成の部分も多く含まれているが、今

後、さら に調査研究を広げてそれを補っていくつもりであるo

先輩各位の変わらぬご指導とご助言を切に願うものである。

昭和58年 3月

多賀城市教育委員会

教育長玉 品 誼
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1 .本書は、多賀城市教育委員会が、昭和57年度の国庫補助事業として実施した、市川橋

遺跡(伏石地区)の第2次調査の結果をとりまとめたものである。

2.本調査は、昭和55年度からの継続事業として 「山王遺跡他発掘調査J の名称で行った

ものである。遺構確認調査として実施したものであるため、遺構の詳しい記述を避け、

出土遺物の紹介に重点を置いた。

3. 本書の作製についての作業分担は次のとおりである。

高倉敏明…田，VI 2 (1)-(3)， W 本文執筆

V， VI 2 (4)・(5)・(7)-(10)，vn 1I， N， 卓… I.滝口

敬".VI 1・2(1 )-(3)， (6) 石本

敬(遺物)遺構 ・遺物ト レース・…・・滝口卓 ・千葉裕子(遺構)，石本

淳・敬 ・千葉裕子 ・白石直子 ・中沢真奈美 ・佐藤遺物実測...・H ・.........・…・石本

鈴木勝彦 ・井口祐二 ・宮崎隆史

遺物復元 ・拓影………一千葉裕子・白石直子 ・柏倉霜代 ・須藤美智子 ・熊谷純子 ・

小野則子 ・田村ゆかり ・榊原浩子 ・大槻尚子 ・糸谷明子

遺物写真・・・・・・..........・・・・高倉敏明

敬図面整理・・・・・・..........・・・・・石本

遺物整理…・・…・…………阿部米子 ・鈴木哲子 ・後藤はつみ ・熊谷あつ子 ・阿部美智

子・阿部久子 ・後藤恵子 ・高野敏子

敬卓 ・石本遺構写真・・・・・・..........・・・・・滝口

集・・・・…・・・・・・・…・・・・高倉敏明t扇

遺物整理については、山王地区公民館の協力を受けた。

4. 本調査の基準点設定に当たっては、多賀城南門地区の座標杭を使用した。実測図中の

数値については、多賀城政庁跡中軸線からの距離を示す。
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I 調査体制

1.遺跡所在地 多賀城市市川字伏石28-1外

2.調査期間昭和57年12月17日~昭和58年2月28日

3.調査主体者多賀城市教育委員会教育長玉品 誼

4.調査担当者 多賀城市教育委員会社会教育諜文化財保護係

社会教育課長 戸村陸男

文化財保護係長菊池光信

技師 高倉敏明滝口 卓

嘱託 石本敬

5.調査員 (東北学院大学学生)赤石沢亮、吉田秀亨、中沢其奈美、佐藤淳、井

口祐二、鈴木勝彦、大野 亨、遠藤忠明、鈴木和子、高橋綾子、笹平克子

6.調査協力者 多賀城跡調査研究所、多賀城市中央公民館 (地権者)佐藤忠寿、菊池

功

7.調査参加者伊藤武右エ門、浦山 博、桜井喜作、黒崎庸治、桜井三千夫、渡辺新治

下道博信、志賀孝、佐藤富雄、織田 信、小川庄吉、小川舛雄、菊池昇、後藤源

二郎、阿部 浩、赤聞かつ子、阿部米子、阿部久子、阿部美智子、阿部美津子、熊谷

あつ子、後藤はつみ、後藤恵子、鈴木哲子、高野敏子、鶴巻まき子、遠藤一代、渡辺

国恵、角田静子、鈴木 勧、佐藤たま子、佐藤さき子、菊池よしみ、細川房子、菅原

ょう子、安斉真奈美、阿部千絵美

E 遺跡の立地と環境

市川橋遺跡は、特別史跡多賀城跡の西側から南側一帯の水田部にかけて、東西 1km、南

北 2kmの広範囲に位置し、砂押川が形成した自然堤防上に立地している。遺跡の西側は砂

押川か滴下 し、北側は多賀城跡の指定地域と接している。多賀城跡南辺築地に接する東側

の地域では、すでに宅地化されている。

今回の調査は、昨年度からの継続事業として、砂押川西岸の市川字伏石地区の遺構確認

調査を実施した。

市川橋遺跡の周辺には、多くの遺跡が所悲している。特に、北側丘陵には特別史跡多賀
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表 1 遺跡地名表

遺跡番号 遺跡名 所在地 立地 種別 時代

1 新 田 遺 跡 新田 自然提防 集 ~奇・・ 跡 古墳・奈良・平安

2 安楽寺遺跡 新田 。 寺 院 跡 古代・中世

3 山 王 遺 跡 山王 南宮 ペシ 集 落 跡 古墳・奈良 ・平安

4 大日 北遺跡 高橋字大目 北 。 散 布 地 奈良・平安

5 特別史跡多賀城跡 市川 浮島 丘 陵 国 府 跡、 。

6 西 沢 遺 跡 市川 浮島 /; 散 布 地 ゐ

7 法 性院遺跡 浮島 丘陵 中腹 散布地 ・寺院跡 -1' 

8 館 前 遺 跡 浮島 分離丘陵 官街・館跡 平安 ・中世

9 市 川橋遺跡 市川 沖積平野 集 落 跡 奈良 ・平安

10 高 平 遺 跡 浮島 ・高崎 1丁 目 φ イシ // 

11 高 崎 遺 跡 高崎1.2丁目、留ヶ谷l丁目 丘 陵 寺院跡・館跡・集落a 奈良・平安 ・南北朝

12 特別史跡多賀城廃寺跡 高崎 1丁目・ 2丁目 。 寺 院 跡 奈良 ・平安

13 高崎古墳群 品崎 2 丁目 丘 陵麓 高塚古墳(円) 古 墳

14 東田中窪前遺跡 東田中 1 丁 目 。 散布地・館跡 中 世

15 '三t位L、 号| 遺 跡 東田中 2 丁 目 丘 陵 。 奈良・平安・鎌倉

16 稲 荷殿古墳 中央 3 丁 目 丘陵(麓) 高塚古墳(円) 古 墳(後)

17 桜 弁- 館 跡 中央 l 丁 目 丘 陵 館 跡 鎌 倉

18 高 原 遺 跡 浮島字高原 10 5 4シ 散 布 1也 奈良 ・平安

19 小沢原遺跡 浮島 3 丁 目 -1' 今 。

20 野 田 遺 跡 留 ケ
守/.口，、l 。 散布地・館跡 奈良・平安 ・中世

21 矢 作ヶ館跡 留ヶ谷 2 丁目 -1' 。 奈良・平安 ・鎌倉

22 J¥ 幡 館 跡 八幡 2 丁 目 宅， -1' 奈良 ・平安・中世

23 八幡沖遺跡 八幡 ・宮内 1丁目 平 地 散 布 1也 奈良 ・平安

24 東 原 遺 跡 栄 3 丁 目 砂 堆 /; 。

城跡があり、東側の丘陵上には、多賀城の附属寺院である多賀城廃寺がある。 この両者の

ほぼ中間に位置し、本遺跡の北東部に接して館前遺跡、が所在している。館前遺跡では、桁

行 7問、梁行 4聞の四面廟をもっ建物跡を中心とし、古代の掘立柱建物跡が6棟発見され

ている。

高崎丘陵には、多賀城廃寺を取り囲むように高崎遺跡が位置している。昭和55・56年に

丘陵西端部の調査を実施し、掘立柱建物跡や合口翠棺が発見された。さらに、丘陵南西部

の旧表地区においては、昭和57年 6月に市営住宅建設に伴う事前調査を実施し、この地区

からも袈棺が発見されている。 また、高崎遺跡の西側に隣接して、高崎古墳群や、高平遺

跡が所在している。高平遺跡からは、古代の建物跡や竪穴式住居跡等が発見されている。

一方、本遺跡西方の山王地区から新田地区一帯は、七北田川によって形成された自然堤

防が発達しており、広い範囲にわたって遺跡が所在している。 この地区の遺跡は、ここ数

年、部分的ではあるが数ケ所において発掘調査が実施され、古墳時代から江戸時代末期ま
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での遺構が発見されている。

市川橋遺跡においても、これまでに数ケ所で発掘調査が実施されている。高崎字水入困

地区や、城南小学校西側農道の下水道管理設工事に伴う発掘調査では、水田下40crn程に遺

物包含層が認められ、その下面より建物跡や井戸跡などの遺構が発見されている。また、

多賀城の南辺築地に近接する市川字館前地区では、掘立柱建物跡、 一本柱列、道路状遺構、

運河跡、 j蒜跡などが発見されている。

このように、多賀城跡の周辺地域からは、多量の造物と遺構が発見されているが、多賀

城が国府として機能していた奈良~平安時代にかけての遺構は特に多賀城との関連が考え

られ、 一般の集落選跡とは、性格が異なるものと思われる。

皿 調査に至る経緯

多賀城跡の保存・整備は、国の補助を受けて計画的に実施されている。史跡指定地域は

市)11地区から浮島地区にわたり、面積およそ93加(廃寺 ・館前地区は含まない)の広大な

範囲をも っている。この指定地域内には、近世以降に営まれた集落が、旧塩釜街道から県

道恨白石 ・塩釜線沿線にわたって形成されている。

史跡の保存 ・管理において市教育委員会は、現在、指定地内に生活基盤をもっ地区民と

の共存・斉合を図りながら、現状保存を第一義的に考えて様々な問題に対処しているが、

さらに、 一方では史跡の活用を積極的に推し進めることが課題とされてきている。

史跡、の環境整備は、活用を図る上で重大な要紫と言える。多賀城跡の環境整備は、政庁

跡、六月坂地区、外郭南門跡、外郭東門跡そして外郭東南隅地区で一応の成果を納めてい

る。しかし、今後の整備はこれまでの点的な整備から、それらを連結する、面的な整備を

中心に実施される予定であり、それには、周辺部を含めた広い範囲が整備の対象となる。

このため、整備計画を実現するには、土地公有化の推進と民家の移転が必要とされるのは

言うに及ばない。

このことからも、 「代替地」が史跡の保存整備を図る上で必要不可欠の課題として考え

られて来たことは至極当然のことである。

多賀城跡周辺地域は、市街化区域であるため、近年宅地化が著しく、西方の山王 ・新団

地区では大安尉英な開発が生じてきている。市教育委員会では、文化財保護施策の一貫とし

て、昨年度から史跡代替地の計画案作成に向けて、調査を開始し、計画を進めることにし

たのである。
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今回の調査は昨年からの継続事業として実施したものである。しかし、民間業者等によ

る開発行為や公共事業への対応に迫られ、本調査が冬期間に行わざるを得ず、気息条件が

悪いために調査は困難を強いられた。

N 調査方法と経過

今回の調査は、昨年にヲ|き続き 3ケ所の水田を対議として調査を実施した。地区名は昨

年度に調査を実施した地区を 1.IJ .田区と称したため、今年度の調査地区を南より )1医に

N'V・VI区と称した。調査対象面積は約1，500m'で、その内の約1，200mについて調査を

実施した。

基準点は、昨年度調査を実施した際に、多賀城南門跡の測量基準点より移動しており今

回もこの基準点を使用した。

調査は12月17日より開始した。まず、N.V区の表土剥離をパックホーにより行い、 N

V区ともに粗掘作業を行う (12月20日)。調査地区の実測を行うため、N区 ・V区に任意の

基準点を設け、この基準点のトラパース測量を行う(12月21日)0N. V区において畦畔遺

構を検出する。さらに他の遺構を検出するため遺構検出面まで掘り下げる。V区北側で、

溝やピット ・土境等の遺構を発見した。 さらに、昨年田区で発見した溝跡と同ーの溝2条

も発見した(12月24日)012月26日より 1月5日まで、年末年始の休暇とし、調査を一時中

断する。刊区の表土剥離を行う(1月10日)0N . V区は、土層樹賞状況の写真撮影を行っ

た後、セクション図作成を行う。 N箆の畦畔遺構の検出作業を行う(1月12日')0N区の南

側で検出した土壌から多盆の土器が出土したため、写其撮影を行い土器を取り上げる(1 

月14日)01月18日に降った雪のため調査区内の状況が悪く、 1月23日まで作業を中断した。

区の堆積状況の写真撮影を行った後、セクション図作成を行う(1月26日)oN.V.VI

区ともに遺構の再検出を行い、 N.V.刊区の全封写真撮影後、平板により平面図を作成

する(1月29日)。羽区の基準点のトラパース測量を行い、平面図にレベルを記入し、 2月

5日ですべての調査を終了する。
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V 発見遺構

今回の調査で検出した遺構は、竪穴遺構 1基、畦畔遺構5条、道路状遺構1条、溝跡、

土壊、ピット等多数である。これらの各遺構について、調査区ごとに記述する。

(1) N区

N区において発見された遺構は、竪穴遺構 l基、畦畔遺構 2条、溝跡16条、土壊6基、

方形状落ち込み 1基、ピッ ト多数である。

〈竪穴遺構〉

竪穴遺構は、調査地区南側で検出したもので、 1号畦畔遺構やピットと切り合いをもっ。

規模は、東側が l号畦畔遺構と重複し、さらに調査区外に延びているため全体の大きさは

不明であるが、西側で南北約3.9mを計り、ほぽ方形を呈すると思われる。覆土は、暗褐

色土で、多量の炭化物を含み、住居跡と思われる。須恵器の杯が1点出土している。

〈畦畔遺矯〉

畦畔遺構は、2条検出された。調査区の南側で発見した 1号睦畔遺構は、竪穴遺構、 1

A 
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/~ 
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号土壌や溝跡を切っているが、小ピットによって切られ構築されている。幅120-180cm、

高さ約30cmで、緩やかな高まりを呈し、東西方向へ延びる。2号畦畔遺構は、西壁付近で 1

号畦畔遺構よりほぼ直角に北へ延びる。溝や土横などを切って構築している。幅は 130-

150cmを計り、高さ30-45cmとやや急な高まりを呈している。

〈溝跡〉

溝跡は、南北に走る溝が14条、東西に走る溝が2条の計16条発見された。 1号溝跡は調

査区の東側において検出され、方形状落ち込み、土壌、ピットに切られている。最大幅230

師、最小幅70仰とかなり不整形である。須恵器杯 ・費・華や土師器杯・費の小破片が出土

している。 2号溝跡は、調査区北側で発見した。幅50-70cmを計り、南北に走るが、他の

溝とは方向を異にしている。覆土より土師器の杯が出土している。その他の溝跡は、幅が

20-50cmと狭いものが大部分である。

〈土壌〉

土壌は、 6基発見したが、大きさや形はさまざまである。1号土壌は、調査地区の南側

において発見された。1号畦畔遺構、ピット、土壊などに切られており、大きさや形態は

不明である。出土遺物は、須恵器杯 ・鉢、土師器杯がある。

〈方形状落ち込み 〉

方形状落ち込みは、調査地区のほぼ中央部において発見されたもので、南北10.7m、東

西12.1mを計り、不整方形を呈 している。方形状落ち込みは、 1・2号溝や土墳などを切

っているが、電柱埋設の掘り方に削平されている。覆土は、黒褐色土であるが、その周辺

部は、灰白色土を含む暗灰褐色土がみられる。遺構の中央部に、黄褐色土の高まりがあり、

須恵器杯、土師器杯の破片が多量に出土している。

(2) V区

V区で発見された遺構は、畦畔遺構 3条、道路状遺構 1条があり、他に構跡、土壌、ピ

ットが多数発見された。

〈畦畔遺構〉

1号畦畔遺構は、調査地底の西南隅より北方向に延び、途中で切れる。幅の狭い多数の

溝を切っているが、 4号機に切られ構築されている。幅110-150cm、高さは南側で20-25

cmを計り、北側では 4-8cmとなり、緩やかな高まりを呈している。この畦畔遺構は、昨

年度目区の西北隅で検出 した畦畔遺構に続くものである。

2号畦畔遺構は、調査区のほぼ中央部で、 l号畦畔遺構より直角に西方向に延びる。幅

の狭い溝を切って構築している。幅50-120cmで西へ延びるに従って幅が狭くなる。高さ

は、 10-15cmを計り、緩やかな高まりを呈している。

- 11-



3号畦畔遺構は、 2号畦畔遺構の分岐点より、やや北側から東方向へ延びている。 1・

2号溝に切られている。幅120-150cm、高さ15-25cmを計り、緩やかな高まりを呈してい

る。

〈溝跡〉

溝跡は、多数発見された。特に調査地区の西側においては、幅が20-40cmと狭い溝跡が、

吹S680

¥ 

/ 

岬
娘吐

附
¥
¥
/
制

=
図

コ

置

二
議
内

コ
遁

E

区
左前向副図第

10h。 / 

- 12 -

/ 

¥ 

/ 

¥ 

/ 



東西と南北の方向に走っている。 1・2号溝は、調査地区の中央部から東側において発見

された南北に走る溝である。両者は、ともに 3号畦畔遺構を切っているが、 2号溝は、土

壌やピットによって切られている。 1号溝跡の幅は230-360cmを計り、 2号溝跡の幅も230

-420cmを計り、ともに大溝である。

〈土壌〉

土壌は、大きさや平面形もさまざまである。ここでは、遺物の出土した土墳のみについ

て記述する。

1号土壊は、調査地区の北側で発見 した。平面形や大きさは、遺構が調査区外に延びて

いるため不明である。須恵器杯、土師器杯の破片が出土している。 2号土墳は、調査地区

の北側で l号土墳の東側において発見された。 1号溝跡を切り、約80-90cmの楕円形を呈

している。遺物は、須恵器杯 ・小形饗、土師器杯 ・饗の破片が出土している。 3号土接は、

1号土墳の南側において発見した。小ピットに切られ、大きさは、約50X70cmの楕円形を

呈している。須恵器杯の破片が出土している。 4号土壌は、 3号土墳の西側で、北壁付近

において発見され、土壌やピットに切られている。大きさは、約90X100cmを計り、 楕円

形を呈している。須恵器杯 ・襲、土師器饗の破片が出土している。 5号土壌は、 4

号土壌の南側において発見されている。溝を切っており、約75X100cmを計る楕円形であ

る。遺物は、土師器杯が出土している。 6号土壌は、 5号潜の南側において発見された。

幅の狭い溝を切っている。大き さは、約70X80cmを計り、楕円形を呈している。土師器の

高台付杯が出土している。

〈ピット〉

ピットは、調査区の中央部から西側において多く発見した。調査区の西側で発見したピ

ット lより須恵器の杯が1点出土している。

(3)班区

司区で発見された遺構は、溝跡15条、土横およそ10基、ピット多数である。

〈溝跡〉

発見された溝の方向は、南北方向に走るもの、東西に走るもの、蛇行し南北方向に走る

ものとがある。

l号構は、調査区の南側において発見された東西に走る瀧である。 3号溝や調査区の西

側で発見した幅の狭い講によって切られている。幅は、約150-200cmを計る。 2号溝は、

1号溝の北側において発見されたもので、 1号溝と平行して東西に走り、 3・5号溝や西側

で発見した幅の狭い溝に切られている。幅は、 1約400-430仰を計る大溝である。 3号溝は、

調査区の中央部において発見した南北に走る溝である。 1・2号満を切っているが、 5・

6号溝によって切られている。幅は、約50-60cmを計る。 4号満は、調査区北側において発

- 13-
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この他に、調査区の西側において幅が約20-30cm程の狭い溝が9条発見さ れている。こ

れらの溝は、ピットによって切られているが、 2号満を切って構築されている。

〈土墳〉

土墳は、 調査区全域で検出 された。平面形は円形、椅円形、方形を呈し、大きさもさま

ざまである。

1号土壌は、調査区の西側において発見された。幅の狭い溝を切っているが、ピットに

よって切られている。大きさは、約 120X 150cmを計り、平面形は不整方形である。遺物

は須恵器杯、土師器杯 ・饗が出土している。

〈ピット〉

ピットは、調査区全域より発見されている。大きさや形態はさまざまである。調査区東

側にtJいて発見したピット lより 、古銭がl点出土 している。
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羽出土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、土師器、須恵器、赤焼き土器、陶磁器、瓦、硯、砥石、

古銭、鉄製品、土製品などである。出土遺物の中では、土師器と須恵、器の占める割合が圧

倒的に多く、両者を比較すると 2: 3で須恵器の出土量が土師器を上まわる。ついで瓦の

出土量が多いが、大部分は小破片である。

これらの遺物は、遺精内出土のものと、堆積土出土のものとに分けられるが、圧倒的に

後者からの出土量が多い。これは、調査の主目的が遺構の確認に置かれていたためである。

以下、遺構内出土遺物と堆積土出土遺物に分けて記述する。

1.遺構内出土遺物

(1) N区

〈竪穴遺構〉 北西コーナー付近から須恵器杯 (第 9図 1)が出土している 。口径

13.2側、底径 7.2cm、器高 3.5cmを計る。底部は回転糸切りの後、無調整のものである。

内外面ともにロクロナデが施されており、体部外面のロクロ成形による段は顕著ではな

い。体部はやや丸味をも って立ち上がり、その後直線的に外傾して口f暴部に至る。色調は

内外面とも灰白色を皇し、胎土にはやや大きめの砂粒を含む。

( 1号土壌〉 土師器杯 ・費、須恵器杯 ・鉢がまとま って出土している。土師器杯(第

9図2)はロクロ成形のもので、内面をへラミガキ、黒色処理されている。口径12.4cm、

底径 6.3cm、器高 4.0cmを計る。底部全面から体部中頃まで回転ヘラケズリ調整が施され、

切り離し痕跡が不明なものである。内面のへラミガキは、口縁部から体部にかけては横方

向に、底部では放射状に施されている。

土師器褒(第 9図9)は推定口径28.0cmを計る大形のものである。 頚部で「く」の字形

に外反し、口縁の端部が上方に引き出されている。最大径は口縁部にあると思われるが、

体部以下の大部分を欠損しているため全体の形態は不明である。

須恵器杯は 3点出土している。第 9図3は口径12.8師、底径 6.3側、器高 3.8cmを計る。

底部は上げ底気味で、回転ヘラ切りの痕跡が顕著に残り、周縁をナデ調整している。体部

との境に段を有し、体部は丸昧をもって立ち上がり口縁部でやや外反する。色調は内外面

とも灰色であるが、一部赤褐色を呈する。第10図4は口径12.9cm、底径7.5cm、器高3.5cmを

計り、口径に比べ底径の大きいものである。底部は回転糸切り後無調整である。全体的

に厚手で、特に体部下半で器厚を増している。第 9図5は口径13.9師、底径 6.5cm、器高

4.3 cmを計る。底部は回転糸切り後無調整である。体部は内湾しながら立ち上がり、口縁

- 17一



部で大きく外反する。色調は灰白色を呈し、飴土はかなり大きめの砂粒を含む。

第9図8は須恵器鉢である。推定口径17.9側、器高 7.7師、最大径を体部上位の口縁近

くにもち 19.2cmを計る。底部は丸底を呈し、屈曲をもたず、球形に丸味をもって立ち上が

り、口縁部で大きく内湾する。口縁部外面には浅いくぼみがまわっており、体部との境に

軽い稜をつく っている。全体的にロクロによる凹凸が少なく、底部には回転ヘラケズリ調

整か鴻されているが、その後のロクロナデ調整によって明瞭な痕跡を残さない。色調は暗

灰色を呈し、外面口縁部から内面全体には灰かぷりによる自然粕がみられる。底部外面に

は火ダスキ痕が観察できる。

一 -
9図 W区遺構内出土遺物

。ぐ9 10叩

< 1号溝〉 土師器杯 ・護、須恵器杯 ・饗が出土している。

土師器杯 (第9図6)は、底部を欠損しているため切り離し技法や調整痕は不明で・ある

が、内湾しながら立ち上がる体部をもっ。推定口径は13.5cmを計る。内面はへラミガキ、

黒色処理されている。ヘラミガキは横方向に施した後、底部から口縁部にかけて放射状
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にやや幅の広いミガキを施している。

須恵器杯(第 9図7)は、口径15.5cm、底径 8.6cm、器高 4.4cmを計る大形のものであ

る。底部は回転糸切り後無調整で、体部は直線的に外傾して立ち上がる。器厚は全体的に

厚手で、体部の内外面にはロクロ成形による凹凸が顕著に残る。この他に底部破片で回転

へラ切り後無調盤のものが出土している。

(2) V区

( 1号土壌〉 須恵器杯が2点出土している。いずれも約M残存のものである。第 9図

lは推定口径13.8cm、底径 7.4cm、器高 4.2cmを計る。底部は回転ヘラ切り後、回転へラ

ケズリ調整をしている。体部は直線的に外傾して立ち上がり、回線音I~で外反する。色調は

内外面とも灰白色を呈し、胎土は精選され堅織である。第11図2は推定口径13.6cm、底径

5.8cm、器高 5.0cmを計る。底部は回転糸切りの後、周縁をかるくナデ調整している。体部

は底線的に外傾して立ち上がり、口縁部で外反する。器形は前者と非常に類似するもので

ある。体部下半にはロクロによる凹凸を顕著に残し、底部との境にかるい段を有する。色

調は内外面とも灰色であるが、一部赤褐色を呈する。

(2号土壌〉 土師器杯と須恵器杯が出土している。第10図3はロクロ使用の土師器杯

で、口径13.0cm、底部 6.2cm、器高 4.1cmを計る。底部全面から体部下端にかけて回転へ

ラケズリ調整を施し、切り離しの痕跡を消しているものである。体部は内湾気味に立ち上

がり、口縁端部で短く外反する。内面はヘラミガキ、黒色処理カ鳴されている。

第10図4は口径13.6cm、底径 6.5cm、器高 3.6cmを計る須恵器杯である。底部は回転ヘ

ラ切りの後、全面をナデ調整しており、特に周縁ではヘラ切りの痕跡を完全に消している。

体部は直線的に大きく外傾する。体部下半には粘土紐の積み上げ痕が枕線状に明瞭に残っ

ており、また底部には「ー」のへラ描きがされている。

(3号土壌〉 図示できるものでは、須恵器杯が2点出土している。第10図5は約%残

存のもので、推定口径14.1cm、底径 8.2cm、器高 4.3cmを計る。底部には回転ヘラ切りの

痕跡か祖く残り、その周縁には手持ちへラケズリが施されている。体部は丸昧をもって立

ち上がり、口縁部でやや外反する。内面は、ロクロ成形の段はみられず全体的になだらか

な器面をもっ。第10図6は推定口径13.4cm、底径 7.2cm、器高 3.9cmを計る。約K残存の

もので、口縁部の先端を若干欠損している。底部は回転ヘラ切り無調整で、体部は直線的

に外傾する。

(4号土墳〉 土師器費、須恵、器杯・饗が出土しているが、全て破片のため図示できる

ものはない。須恵器杯は回転ヘラ切りの後、底部周縁をかるくナデ調整しているものである。

須恵器費の外面には平行の叩きが細かく施され、内面には青海波文の叩き痕がみられる。
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(5号土横〉 土師器杯がl点出土している(第10図7)0推定口径13.4cm、底径 6.1師、

器高 4.0cmを計る。底部全面から体部下端にかけて手持ちへラケズリ調整を施し、切り離

し痕跡を消しているものである。体部はやや内湾気味に立ち上がり 、内面にはへラミガキ、

黒色処理が施されている。

(6号土墳〉 図示できるものには土師器高台付杯(第10図8)がある。口縁部を欠損

しているため全体の器形は不明である。高台はやや長く、外側にふん張るものである。内

面はへラミガキ、黒色処理か鴻されているが、外面は磨滅のため、特に底部の切り離し技

法や調整は観察できない。

( 1号溝〉 図示できるものには須恵器饗 (第10図11)がある。 体部は約M残存してい

司
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るが頚部より上を欠損している。体部に最大径をもち、推定22.4cm、底径は10.9cmを計る。

底部周縁から体部下端にかけて回転ヘラケズリ調整を施しているが、その後底部全面を丁

寧にナデ調整し、また体部もロクロナデ調整を施しているため明瞭な痕跡は残っていない。

体部外面は全面的に平行叩きを施した後、これもロクロナデ調整によって、その痕跡、を消

している。また体部下半には、僅かで、はあるが縦方向のへラケスリカ市包されている。色調

は内面で青灰色、外面で暗灰色を呈する。焼成は良好で、、胎土も精選され竪織である。

(3号溝〉 須恵、器高杯がl点、出土しているが、杯部と脚部の先端を欠損しているもの

である(第10図10)0杯部の底部外面には回転へラケズリ調整を施し、脚部付着の後ロクロ

ナデ調整されている。脚部上半には、ヘラ状工具によると思われるナデ調整が施されている。

〈ピット1> 須恵器杯が1点出土している(第10図9)0口径14.6cm、底径 6.2cm、器

高 3.7cmを計る。底部は回転へラ切りの後、周縁を手持ちヘラケスリ調整をしているもの

である。

2.堆積土出土遺物

堆積土は、大きく 5層に分けることができる。このうち遺物の出土量が多いのは、第 3

層と第 5層である。第 1層は現在の水田の耕作土であり、第 2層はその床土にあたる。第

3層は水田の影響により褐鉄鉱が沈殿して、全体的に赤味をおびた土色を呈する。この層

は、第 5層についで遺物の出土量が豊富で、あるが、小破片が多く、土師器、須恵器などに

混じって近世以降の陶磁器も出土している。第 4層は、 N区と V区の一部でのみ観察でき

る土層である。堆積は薄く、遺物は僅かしか出土していない。第 5層からは多量の遺物が

出土し、図示できたものの約9割は、この層出土のものである。土師器、須恵器、赤焼き

土器、灰粕陶器、緑粕陶器、瓦などがおもに出土している。

(1)土師器

土師器には杯、高台付杯、饗の器種がある。この中で杯の出土量が最も多く、図示でき

たものの中でも約%を占める。以下、器種毎の特徴を述べ、また個体数の多いものについ

ては、分類を試みながら記述していく。

〈杯〉

製作の際にロクロを使用しないものと、使用するものの 2種類に大別できる。前者をA

類、後者をB類とする。さらに、 A類においては、器形の特徴や法量などから 3種類に、

B類においては、ロクロからの切り離しゃ調整の技法から 5種類に細分することができる。

これらは若干の例外はあるが、ほとんど全ての個体が内面にへラミガキ、黒色処理か百草さ

れているものである。

A-I類 :底部は丸底を呈し、体部外面の中位もしくはやや下方に段を有するものであ
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る(第11図1・ 2)、外面は段を境に して、上半部をヨ コナデ、下半部以下をヘラケズリし

ている。内面はへラミガキ、黒色処理が施されているが(a )外面の段に対応して、内面

にも軽い段をもつもの(1 )と、 ( b)段をもたず口縁部から底部まで緩いカ ープを描く

もの(2 )とに区別される。

A-ll類 :底部欠損の個体が多いため断定はできないが、体部に段をもたずやや平底気

味の丸底を呈するものである(第11図3、4)0口縁部から底部にかけて器厚を増し、体部

は丸昧をもって立ち上がるものである。外面は、全体的にへラケズリが行われており、そ

の後、口縁部だけにヨコナデか官包されている。

A-ill類 :底部をケズリ出しているが、やや丸底気味の底部をもつもの(第11図5-9)0 

この種類の中には、 ( a )底部から先月未をもって立ち上がり、口革対Eは直立気味になるもの

で小形を呈するもの(5・6)、 ( b )底部から外傾しでほぼ直線的に立ち上がるもの (7 )、

( c )底部から内湾気味に立ち上がるもので、大形を呈するもの(8・9)がある。いず

れも内面がへラミガキ、黒色処理か施されているが、 ( a)は外面も黒色を呈し全体がへ

ラミガキされているものである。(b) (c)は体部下半以下にヘラケズリが行われている。

B-1類:底部を回転へラ切りの後、 手持ちヘラケズリ調整しているものである(第11

図10)0推定口径11.4cm、底径 7.4cm、器高 3.2cmを計り、小形を呈する。底部は上底気味

で、ヘラケズリは底部周縁から体部下端にかけて行われている。器面は粗く、内面に有機

物の付着や剥離しているところもみられる。

B-ll類:底部を回転ヘラケズリ調整しており、切り離し痕跡が不明なものである(第

11図11-15)，。口径12.4-13.7cm、底径 6.0-7.8側、器高 3.3-4.7 cmの間に測定値が集

中する。回転へラケズリは、体部中位ーから下端部に 2段にかけて施されているものが多い。

体部が丸味をも って立ちよがり、口縁部でやや外反するものも多くみられる。

B一回類 :底部に手持ちヘラケズリ調整しており、切り雌し痕跡が不明なものである(第

11図16・17)，。底部全体を f寧lこ手持ちへラケズリするもの(16)と、体部下端部にも施さ

れるもの(17)とがある。前者は、体部が内湾気味に立ち上がるもので、口径15.4師、底

径 7.7cm、器高 5.6cmを計り、大形を呈するものである。

B-N類 :回転糸切りの後、手持ちへラケズリ調整を施すものである(第12図1-3)。

底部周縁から体部下端にかけて、手持ちへラケズリか官包されるもの(1・2)と、底部周

縁のみに行われるもの(3 )とがある。 lは推定口径14.5cm、底径 6.7cm、器高 4.4cmを

計る。体部は内湾しながら立ち上がり、 口縁部で外反するものである。

B-V類 :回転糸切りの後、無調整のものである(第12図4-6)0口径13.5-14.2cm、

底径 5.4-6.5側、器高 4.3-5.3cmの聞に測定値がおさまる。体部は全て内湾しながら立

ち上がり、そのまま口縁部に至っている。
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〈高台付杯〉

図示できたものは 1点だけである(第12図7)。底部が残存しているだけで形態は不明で

ある。高台は上部に段を形成して、ややタ村則にふん張るものである。内面はへラミガキ、

黒色処理されている。

〈聾〉

杯と同様に、製作の際にロクロを使用しないものと、使用するものとに大別できる。前

者をA類、後者をB類とする。出土量はB類が圧倒的に多いが、いずれも破片が多く、全

体の形態がわかるものは出土していない。

A類:図示できたものは 3点だけである。全て口縁部から体部上半にかけて残存している

ものである(第12図 8~10)o8 は第 3 層出土のもので、口縁部の内外面にヨコナデ、体部

外面には縦方向にヘラナデを施したものである。最大径を体部にもつものと思われる。推

定口径16.2cmを計る。 9は円筒状の体部に「く」の字形に外に開く口縁部をもつものであ

る。調整は体部内面で横方向に、外面で縦方向に刷毛自カヲ話されている。口縁部には内外

面ともヨコナデが施され、刷毛自の上端を消している。10は、円筒状の体部に「く 」の字

形に短く外反する口縁部をもつものである。口縁部には内外面ともヨコナデが施され、体

部内面にはへラナデが施されている。体部外面は、ヘラケズリされているとみられるが、

器面が粗く判然としない。

B類 :大形のものと小形のものとがある。全て底部を欠損しているものである。大形のも

1 

4 

2 。 10侃

第13図堆積土出土遺物
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のには最大径を口縁部にもつもの(第12図11-13)と、体部にもつもの(第13図1. 2) 

に分けられる。前者には、体部内面に横方向へのナデが施され、外面には平行叩きを施し

た後、ロクロナデ調整によって、その痕跡を消しているものがある(11)0後者に属する 2

は、外面の体部中位以下に縦方向へのへラケズリカ句包されている。また口縁部は他の個体

が「く」の字形に外側に屈曲するのに対して、僅かに外反する程度である。

小形のものは図示できたものが2点ある。第13図3は最大径を口縁部にもち、推定口径

14.6cmを計る。口縁端部が上方に引き出され、丸くおさまるものである。第13図4は口径

14.7cm、最大径を体部にもち15.2cmを計る。体部でゆるやかなふくらみをもつものである。

(2)須恵器

須恵器には杯、高台付杯、高杯、蓋、 饗、 壷、双耳杯、高台付盤の器積がある。この中

では杯が主体を占め、その出土量は圧倒的に他の器種を上回っている。図示できたものだ

けでも44点にのぼる。

〈杯〉

底部の切り離し技法、調整技法によって 6種類に分類できる。

全体的にみると、底部を回転へラ切り、回転糸切りで切り離し、その後、ナデ調整する

か無調整のものが多い。

I類:静止糸切りの後、手持ちへラケズリ調整を施しているもの (第14図 1)0 

破片であるがl点出土 している。 推定口径14.8cm、底径7.5cm、器高3.9cmを計る。手

持ちへラケズリは底部周縁から体部下端にかけて行われているため、底部と体部の境は不

明瞭である。体部は丸味をもって立ち上がり、中位よりやや内湾して口縁部に至る。色調

は内外面とも明褐色を呈する。

H類 :回転へラ切りの後、回転へラケズリ調整を施しているもの(第14図2・3)。

2は口縁部を欠損しているが底径7.9cm、器高は残存部だけでも 4.9cmを計る大形のも

のである。底部中頃より体部下端にかけて回転ヘラケズリ調整を施しでいるが、焼成が不

良で磨滅のため明瞭でない。

皿類:回転へラ切りの後、手持ちへラケズリ調整を施しているもの (第14図4)0 

図示できるものは 1点だけである。推定口径14.6側、底径9.0cm、器高4.0cmを計る。

底部全面に手持ちヘラケズリ調整を丁寧に施している。底部はやや丸底気味であるが体部

との境に明瞭な稜を有する。

N類:底部を手持ちヘラケズリ調整しており切り離し痕跡が不明なもの (第14図5)。

ナデ調整を施して、切り離し痕跡を消しているもの(第14図6)。

破片で2点出土している。製作手法からすれば、 皿類に属するものであろうか。器体の

約Mを残存している(5)は、底部全体に丁寧にケズリを施しており、平面的な底部に仕
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上げている。体部はやや内湾気味に立ち上り、直線的に外傾して口縁部に至っている。 6

は、口径13.2cm、底径7.2cm、器高3.4cmで、 (5)に比べてやや小形を呈するものである。

V類 :回転へラ切りの後、ナデ調整を施してい るもの(第14図7......12、第15図 1--22)0 

遺構内出土のものを含めて、杯の主体を占める。図示できたものだけでも28点を数える。

口径は 9.6--14cm、底径6.5--8.0 cm、器高 3.2......4.9cmの聞に測定値が集中している。

( a)底部の中心にはヘラ切りの痕跡が明瞭に残り、底部周縁のみをナデ調整しているもの

(第14図7--12、第15図1......14)、(b)底部全体をナデ調整して、切り離し痕を消しているも

のがある(第15図15--22)0体部はほとんどの個体が、直線的に外傾して立ち上がり 、その

まま口縁部に至るが、口縁部で僅かに外反するものもみられる。

VI類:回転糸切り後、無調整のもの (第16図1--10)0v類について出土量の多い分類で

ある。口径13......14.5cm、底径6......7畑、器高3.5--4.5 cm の間に測定値が集中している。

口径に比べ、やや底径カf小さいという特徴を示す。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部

でやや外反するものと、 直線的に外傾して立ち上がり、そのまま口縁部に至るものに分け

られる。底部は全て上げ底気味のものである。

一割ー
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〈高台付杯〉

高台付杯は、 11点が出土しているが図示できたものは 5点だけである(第16図11~15)。

形態上から分類すると、 (a)体部下方で「く」の字状に屈曲して稜を形成し、体部は垂

直気味に立ち上がるもので、 高さ1.0~ 1.5 cm の比較的高い高台が付くもの (11~13) 、

(b)体部下方が「く」の字状に屈曲するが、稜をもたず、体部は外方に聞きながら立ち

上がるもので、高さ 7mm前後の低い高台が付くもの (14)、 ( c )体部下方は緩いカーブを

もって内湾気味に立ち上がり 、高台は、底部との接合部分に付くもの (15)に分けられる。

これらは、いずれもロクロ成形後、体部下端に回転へラケズリ調整が行われており、高台

を付けた後、ナデ調盤を施している。

〈高杯〉

高杯は第5層から 2点出土しており、いずれも脚部を欠損している (第16図16・17)。体

部は丸味をもち、口縁部との境に稜を形成する。口縁部は屈曲して外反気味に立ち上がる

ものである。16は内外面にへラミガキが施されているものである。色調は赤褐色を呈する。

17は、前者に比べ、やや小形のものである。外面は体部下方で回転へラケズリ調整が施さ

れ、内面には不定方向にへラナデが施されている。色調は青灰色を呈する。

〈蓋〉

蓋は、全体の形態がわかるものは出土していない。図示したものには天井部が扇平なも

の(第16図18・19)と、天井部に丸味をもつもの(第16図22)とがある。前者はつまみ部

が欠損している。18は天井部に回転へラケズリ調整が施され、口縁端部でほぼ垂直に短く

折れ曲がり、 19は屈曲せずにそのままおさまるものである。後者は、口縁部が欠損してい

るが、つまみ部は僅かに残存しており、その形からリング1犬のつまみがつくものである。

天井部には回転へラケズリ調整が施されている。この他、つまみが宝珠形を呈するもの(第

16図20)と扇平な擬宝珠形のもの(第16図21)とがある。

〈聾〉

杯類について出土量が多いが、ほとんどが破片であり図示できるものは少ない。第17図

7は最大径を体部にもち、体部が球形を呈するものである。口縁端部と体部以下を欠損し

ているため、全体の器形は不明である。体部外面には全面的に平行叩きが施されている。

第17図8は最大径を口縁部にもち、鉢形を呈するものである。口縁部は 「く」の字状に短

く外方へ開き、体部には、ロクロ成形による段が明瞭に残るものである。この他、口縁部

破片の中に、櫛描き波状文を施したものがみられる。
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〈壷〉

査は、短頚査と長頚査が出土している。いずれも大部分が破片のため、全体の器形がわ

かるものは少ない。

短頚査には比較的大形のものと、小形のものとがある(第17図5・6)06は直立した短

い口縁部をもつものである。推定口径14.6cm、体部最大径22.4cmを計るものである。外面

は肩部から体部にかけてへラケズリが施されている。 5は推定口径7.7cm'.、体部最大径11

.5cm、底径5.4cm、器高9.1cmを計る小形のものである。口縁部は短く外反し、体部下半

から底部にかけてはヘラケズリカ市包されている。

長頚査には口縁部で強く外反し、端部で上下につまみ出されるものがある(第17図3)。

体部下半から底部にかけて残存するもの(第17図4)には、底部から体部下端にかけて回

転へラケズリ調整カ鴻され、その後高台を付着させ、ロクロナデ調整的包されている。

〈双耳杯〉

把手の破片は数点出土しているが、図示できたものは1点だけである(第17図1)0口縁

部と把手の先端を欠損しているものである。体部は丸昧をもって立ち上がり 、体部下端に

へラケズリを施した把手を貼り付けている。底部には回転糸切りの切り離し痕跡が残る。

高台は外側にふん張り、端部でやや外反する。

(高台付盤〉

図示できるものがl点ある(第17図2)0推定口径17.1cmを計るものであるが、高台の先

端を欠損している。体部は緩やかに立ち上がり、口縁部は稜を形成して屈曲し、端部でや

や外反する。底部は回転へラ切りの後、高台を付着させ、ロクロナデ調整を施している。

(3)赤焼き土器

杯と高台付杯の器穫がある。全て回転糸切りの後、無調整のもので、色調は浅黄色、樟

色、明褐色などを呈する。図示できたものは10点ある。

〈杯〉

杯は、形態的に小形のもの(第18図1-6) と、大形のもの(第18図7-9)とがある。

前者は口径1O.4-12.0cm、底径3.6-4.9 cm、器高2.9-3.5 cm、後者は口径13.6-13.7

cm、底径4.5-5.0 cm、器高 3.7-4.5cmの問に全ての個体の測定値がおさまる。両者と

も口径に対する底径の比が小さなものである。体部は丸味をもって立ち上がり、口縁部で外

反するものが多い。口縁端部には先細るものと、ややふくらみをもって丸くおさまるもの
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〈高台付杯〉

口径10.8cm、底径5.6cm、器高2.2cmを計り、血状を呈する扇平なものである (第四図

10)。底部には、削り出しによると思われる高台が付けられている。

(4) 陶磁器
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陶磁器は、灰粕陶器、緑粕陶器、白磁、中世陶器、近世以降の陶磁器が出土 している。

灰粕陶器は、皿、椀、小形瓶、長頚瓶などの破片で、計14点出土している。 第18図11~

14は、皿の底部破片である。底部をへラ切りしたのち三ヶ月形の高台を付けている。粕は、

内外面ともに体部に施されており、内面底部にまで及んでいるものは見られない。色調は、

内外面とも灰白色を呈し、焼成、胎土ともに堅織である。第18図5は、 三ヶ月形の高台を持つ

皿か椀である。底部内面に重ね焼きの痕がみられ、その内側にも薄く紬を塗っている。第

18図18・19は、角高台を付けた椀の底部破片で、底部をへラ切りしたのちに高台を付けて

いる。底部内面は、緑灰色の粕が厚く塗られている。外面の色調は、灰白色を呈 し、焼成

胎土とも竪織である。第18図16・17は、椀の口縁部破片である。体部より内湾気味に立

ち上がり 、口縁部で丸昧をもち外に開くものである。体部内面と口縁部付近に粕が簿く塗

られている。外面の色調は、灰白色を呈し、焼成、胎土ともに良好で、ある。第18図20は、

小形瓶の体部破片である。同一個体の肩部破片に把手の付着がみられることから、把手付

き瓶と思われる。体部下端に回転へラ削りを施している。軸は体部外面の中位より上方部

に塗られている。色調は、内外面とも灰白色を呈し、胎土や焼成は、堅織である。

緑粕陶器は、 13点出土しているが、すべて小破片である。第四図23は、つまみのない蓋

の破片と思われる。全体が丁寧にロク口調整されており、外面の口縁部付近に僅かに稜を

もっ。内外面に柑を施している。断面の色調は、灰色を呈し、胎土、焼成とも竪織である。

第18図21・22は、角高台をもっ椀か血の底部破片である。内外面とも粕が塗られている。

断面の色調は、灰白色を呈し、胎土、焼成とも竪織である。

白磁は、椀の破片が2点出土している。第18図24は、椀の口縁部の破片である。体部よ

り内湾気味に立ち上がり、口縁部で外に開くものである。内外面に施糊されている。断面

の色調は灰白色を呈し、胎土や焼成は非常に竪織である。

(5) 瓦

瓦は、調査区全域から総数約1250点ほど出土しているが、すべて小破片である。種類は

軒丸瓦、軒平瓦、平瓦、丸瓦であり、他に文字瓦がある。

〈軒丸瓦〉

軒丸瓦は、 4点出土しているが、意匠のわかるものは 1点だけである。

第19図1は、重弁蓮華文軒丸瓦で町区の第 5層より出土した。花弁と外縁だけの小破片

である。外縁は直立縁で、瓦当部の裏と外縁の側面に縄目痕がみられる。胎土は粗いが、

焼成は良好である。色調は灰褐色を呈している。

第四図2・3は、瓦当と丸瓦の接合部分の破片である。瓦当部裏面に丸瓦と接合するた
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めに、瓦当部裏面に滑を掘り、そこへ丸瓦の広端部を挿し込み、内外面に粘土を付加して

いる。外面はナデや削り調整を施している。

〈軒平瓦〉

軒平瓦は、単弧文軒平瓦1点がV区の第5層から出土している(第19図4)0顎面には縄

叩き自の痕が残り、凹面ではスリ消されているが、布目が残っている。胎土、焼成ともに

悪く明褐色を呈している。

〈平瓦〉

今回の調査で出土した平瓦は、およそ600点を数える。

平瓦を叩きの原体 ・製作や調整の技法等により観察すると次のようになる。

(1) 凸面は、格子叩きが施され、凹面には布目痕が残るもので、側端部が折れ曲がる特

徴をもつもの(第四図 5)。

(2) 両面ともナデを施しており、凹面に桶巻痕が見られるもの(第19図6)。

(3) 凸面は、縄叩きを行ったのちにナデを施しているが、縄叩き目が残り、凹面は、指

か工具のような物でナデを施しているもの(第四図 7)0

(4) 凸面は、縄叩きを施しているが、縄目が潰れており、凹面は、布目をナデ消してい

るもの(第四図8-20、第20図 1-18)。

(5) 凸面は、縄叩きを施しているが、縄目が潰れており、凹面には布目痕の残るもの(第

21図1-14)。

(6) 凸面は、縄叩きを施し、凹面には布目痕が残るもので、両面ともに再調整を施さな

いもの(第21図15-18)。

以上6積類に分類することができた。これを多賀城跡と対比すると 、第1・2・3類は、

多賀城の創建期に類例を求められる。第 4・5類の中に赤褐色を呈するものや、胎土に特

徴のある瓦があり、これらは多賀城跡出土の第E期の瓦に相当するものである(第19図8

-20、第20図1-6)。また、凸面の側端部が調整の段階で僅かに高まる特徴をもつものと、

灰や自然柑のかかる特徴をもつものがあり、これは多賀城の第四期に相当するものである

(第20図 7-18、第21図 1-14)0第 6類は多賀城の第百期の瓦に相当する。

他に特徴的なものとして、凸面に調整台圧痕が残るものがある(第21図14)0

〈丸瓦〉

丸瓦は 650点出土している。凸面の叩き目痕や、整形の技法から観察すると、一つは、

平行線状の叩き目が残るもの(第22図 1-3) と縄叩きを行 った後、ロクロナデ成形を施
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したものとが見られる (第22図4~ll )。

〈文字瓦〉

文字瓦は、刻印文字瓦である (第22図12-17)0種類は、「占」が2点、 「田」 ・「丸J・「伊」

「矢」が各 l点、の計6点である。 r占」 ・「田」 ・「伊」は、丸瓦の凸面に刻印され、

「丸」 ・「矢」は、平瓦の凹面に刻印されている。 r矢J は、陰刻である。他に、丸瓦の

凸面に刻印の記号瓦が1点ゐる(第22図18)。

(6) 硯

円面硯がV区第 3廓および第 5層から 3点、風字硯はV区の第 5府から 1点出土してい

る。

〈円面硯〉

硯部と裾部を欠損しているもの(第23図1・2)と、裾部の破片(第23図3)がある。

前者は陸と海の区別が比較的明瞭なものであるが、どちらも胎上がやや粗く、使用痕跡な

どは観察できなかった。 lは台部に円形と思われる透しが僅かにみられる。3は沈線文が

描かれているものである。

〈風字硯〉

破片のため全体の形状は不明である(第23図4)。硯部はかなり磨滅しており、使用の形

跡がうかがえる。外面には脚部の破損の痕跡がみられる。また、器面の調整痕としてへラ

ケズリか守包されている。

(7)砥石

砥石は、調査区全域より出土している。第23図10は、百区の第 5層より出土したもので、

表面と両側面が研磨され、特に側面には多くの使用痕がみられる。第23図5・7・9は、

V区の第 5府より出土したものである。 5は、端部に径 0.3cm程の孔が穿たれているが、

研磨面が剥離しており、使用した痕跡は不明で、ある。他の 2点は、かなり使用されている。

第23図6・8は、羽区の第3層及び第5層から出土している。両者ともかなり使用された

痕がみられる。

(8) 土錘

土錘は、 V区の第4層より 1点のみ出土している(第24図 1)0管状を呈するもので、 一

部欠損している。残存している長さは、 3.0cm、中央部の径が1.1cm、穿孔の径が0.4cmを
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計る。

(9)古銭

古銭は、 2点、出土している。第24図2は、北宋銭の 「照寧元宝J (1068年鋳造)で、百

区のピット lより出土している。第24図3は、「寛永通宝」で、 V区の第 3層より出土して

いる。

(10)鉄製品

鉄製品は、鯛査区全域より多数出土しているが、形態の不明なものが大部分である。

第24図4は、有茎の鉄鍬で、町区の第4層より出土している。

-O-G-運委2

③ l 母一望号

c::>ー

。一
5 

o -
4 o 5an 

第24図堆積土出土遺物

VJ[ ふ志 と め

今回の調査は、前年度に引き続き市川字伏石地区の進構確認調査として実施したもので

ある。このため、発見遺構については掘り込み調査を実施していない。本稿において、遺

構の詳細について述べることはできないため、ここでは、簡単に調査結果をまとめること

にする。

発見された遺構は、竪穴遺構1基、畦畔遺構 5条、道路状遺構 1条、そ して多数の溝跡・

土境・ピットがある。V区で発見した道路状遺構と 1・2号溝跡は、昨年度の調査区であ

る皿区において発見した道路状遺構と18・19号溝から連続する遺構である。また、 田区の

北西部コーナーで発見していた畦畔遺構は、 V区の 1号畦畔遺構に続くことが今回の調査

で確認することができた。
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今回、発見された畦畔遺構や道路状遺構、さらに溝の一部は、昨年発見した畦畔遺構や

溝跡と同一方位を持ち、多賀城の中軸線に基づいて構築された可能性が一層強く考えられ

る。

条皇制の土地区割については、昨年度発見したH区の睦畔遺構より一筆の規模が、おそ

らく 8間X7間と推定することができた。しかし、一坪の規模等については、調査区の制

約から追求することはできなかった。

出土遺物は、多量の瓦類や土師器、須恵器、赤焼き土器、灰粕陶器、緑粕陶器、白磁な

どの他に円面硯、古銭、鉄製品など、調査区全区から多量の遺物が発見された。

出土した遺物の傾向をみると、瓦では、発見された重弁蓮華文軒丸瓦が、多賀城の 320

に相当し、軒平瓦は、 640に相当する単弧文軒平瓦である。文字瓦は、多賀城のE期によ

くみられる刻印の文字瓦である 。平瓦は、多賀城の創建期か ら町期までに相当する瓦

が認められ、そのうち第]J.m期に相当する瓦が全体の 8割以上を占める。

土器類では、器種としては杯が最も多く、須恵、器と土師器の出土量は 3: 2で須恵器が

多く出土している。

土師器は、ロクロを使用しないもの (A類)とロクロを使用するもの (B類)がみられ、

杯A類は、底部丸底のものから平底へ移行する。 (A1類→A田類)時期のものと捉えら

れる。 AI類は、国分寺下層式の特徴をもつものであり、年代的には奈良時代後半~末期

前後に位置づけられる。

B類では、切り離し技法や調整技法から 5類に分類された。分類ごとの出土量にさほど

開きはないが、全体としては、 A類を大幅に上回っている。年代的にはA類に後続する時

期のもので平安時代前半~中半期を中心とする時期が与えられる。

須恵器では杯の出土量が多く、製作技法から 6類に分類された。底部ヘラ切りのものが

主体を占めており、特に V類が圧倒的に多い。

赤焼き土器は、色調が明褐色を呈し、底部を回転糸切りで切り離した後、調整が全く施

きれないもので、多賀城跡の 「須恵系土器」に相当する。須恵器V.VI類についで出土量

の多いものである。赤焼き土器は、多賀城跡の堆積層中で10世紀前半頃に堆積したと考え

られている灰白色火山灰堆積前後に出現 し、それ以降、 量的に主体を占めるものと解され

ている。この灰白色火山灰は調査地区でも随所に認められている。

以上のことから、今回の調査で出土した遺物は、奈良時代後半から平安時代後半にわた

るものであるが、平安期の遺物が圧倒的に多いという特徴を指適できる。遺構の年代につ

いては、掘り込み調査を実施していないので不明と言わざるを得ないが、昨年度の調査に

おいても灰白色火山灰堆積層が畦畔遺構を覆っていることが確認されていることから、今

回検出した畦畔遺構、道路状遺構およびそれらに平行する溝跡などの大部分の遺構は、火
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山灰が降下した10世紀前半以前には機能していたものと理解される。

多賀城跡周辺の遺跡群については、 律令体制下における社会的制約が集落形成に及ぼす

影響が、他の一般集落と比べて強かったと考えられるが、それが、実際にはどのようなも

のであったかについては、全く不明と言わざるを得ない。

これまで、周辺遺跡の調査が部分的にではあるが進められて来ており、多賀城跡との関

連が指適されている。市教育委員会では多賀城跡をとりまく、周辺遺跡の実像を把握する

ことに大きな目的をもっている。多賀城跡、の周辺地域については、今後とも調査を継続し

て実施して行く所存である。

末筆ではありますが、調査に協力された地権者、佐藤忠寿氏、菊池功氏、調査器材の提

供および、報告に際し出土遺物について御教示を受けた多賀城跡調査研究所、同所員の白

鳥良一氏、高野芳宏氏に対し.c.'から感謝の意を表する次第であります。
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図版 1 調査地区航空写真

図版2 調査地区全景 (南東より)
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図版3 調査風景

図版 4 N区遺構検出状況(西より)
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図版 5 JV区畦畔遺構

図版 6 JV区竪穴遣情
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図版7

図版 8 V区遺構検出状況(西側)
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図版9 V区遺構検出状況(東側)

図版10 V区畦畔遺構
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図版13 V. VI区調査区全景

ゾー 開福岡

図版14 VI区調査区全景
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図版15 VI区遺構検出状況

図版16 ，江区ピット1遺物(古銭)出土状況
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